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区 	分 人 	口 男 女 世帯数 備 	考 

昭和 29 年 
I0月 1 日現在 

36504 18・206 
. 

I8.299 6.295 昭和29年10月 l日 
五所川原市艇生 ~ 

昭和 30 年 
I0月 lB現在 

38249 18838 In叫lI 6りコb 昭和；如年 3 月 l日
毘沙門地区合併 

昭和「 3L牟 
10月 1 日現在 

44.540 22.025 22.515 7.927 哩競8 0日 
‘昭和32 年 

I 0月 I 日現在 
47.570 23.446 2中124 8.335 昭和3」年9 

七和地区L,. 

昭，133一年 
'a月 l日現在 

49.247・ 24.169 、 25078 8'699 昭和a~年II月 I 日
梅田中泉地区合併 

昭和 34 年 
8月31目現狂 

49.290 24心日6 25.204 一 9・l66 
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動
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口
 

人
 

市
 

当
 

去
る
入
月
十
三
日
印
慶
カ
ル
カ
 

と
朝
鮮
民
主
ん
義
人
民
共
和
国
 

ッ
タ
に
お
い
て
日
本
赤
十
宇
社し

 

ご
利
用
下
さ
い
。
 
 

家
庭
看
護
）
 
 

〔
ニ
）
 
衛
生
教
育（
家
族
計
画
 

予
定
表
は
支
所
及
婦
人
会
、健

康
相
談
員
に
配
布
し
ま
す
の
で
 

帰
還
を
受
付
け

在
日

朝
鮮
人
 

高
血
圧
予
防
、
環
境
儒
生
、
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十
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日
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月
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日月 后月 
十
ニ
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午
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尋
舶
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午
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」
新
宮
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木村千代吉（60）現 

薪炭業 新町 

Z

な
 

所
一
 

ユ
 

五
 

（羅繊脇器） 昭和34年 9 月 25 日 

五
所
川
原
市
議
会
議
員
の
任

期
は
九
月
三
十
日
を
も
つ
て

満
了
と
な
る
の
で
こ
の
改
選

は
九
月
十
西
日
行
わ
れ
、
左

の
三
十
氏
が
み
ご
と
栄
冠
を

か
ち
と
ら
れ
ま
し
た
。
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
ず
。
 

五
所
川
原
市
会
議

員
決
定
 
一

鶏
驚

（
 

新
一
市
建
設
 

に
 
張
く

前

進
＼
‘
 
加
発
輔
嘱
鵬
にE

胃

新
人
の

進
出
牛
数

を
占

め

る
」
こ
‘議
）
競
嬉
琵
説
鱗
 

一
 
い

羽
根
を
市
民
の
胸
に
／
 

一
 

十
月
一
日
よ
り
共
同
募
金
始
ま
る

ー
 

今
年
も
十
月
一
日
よ
り
共
同
募

て
毎
年
目
標
額
を
超
過
し
た
実

金
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
 

績
を
も
つ
当
市
で
す
。
ぜ
ひ
今

当
市
に
割
当
て
ら
れ
た
目
標

年
も
目
標
額
の
完
全
消
化
を
お

額
は
五
拾
七
万
一
千
円
と
た
つ
願
い
し
た
い
も
の
で
す
．
 

て
い
ま
す
。
 

澄
み
わ
た
る
秋
空
の
も
と

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
つ
一
道
ゆく
人
A
の
胸
に
映
え
る
赤
 

マ
奮

ごど
んな
妻
で
こ5
し
た
困
 

k
の
色
は
優
雅
な
ア
ク
些
一
る
〕
前
三
十
日以
内
て
居
住
地
一
い
 

ー
と
し
て
市
民
生
活
に
す
一
】
の
市
区
町
村
役
場
に
出
頭
し
、
一
は
 

器
認
設

器
夢
緩
鶴
続

纂
監
購

”
 

(1部2円） 第 55 号 広
 

今
回
の
市
鵬
選
は
合
併
後
初
の

大
選
事
区
制
に
ょ
2
行
わ
れ
、《

 

・
 

立
候
補
者
五
十
四
民
の
方
々
は

月
 

重
大
期
に
直
面
し
て
い
る
市
政
 

の
将
来
を
憂
い
、
運
動
期
間
中

原
 

自
動
車
と
マ
イ
ク
を
駆
使
し
て
 

E
一罵
耳
と
《
，イ
ク
を
鳳
α
し
て
 

打
ト
・
つ
●
山
、
，

ル
山ト
・
フH
、
と
 

南
か
ら
北
へ
，
北
か
ら
南
へ
と

市
の
中
心
と
い
わ
ず
隅
と
い
わ

ず
連
日
奮
闘
さ
れ
ま
し
た
が
、
 

そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
決
定
 

し
ま
し
た
．
 

議
員
十
三
名
、一
四一著
、
 

新
人
十
四
名
で
、
新
人
の
進
出

の
著
し
い
0
が
印
象
的
で
も
あ

り
、
市
民
の
動
向
の
一
端
も
う

か
が
わ
れ
て
、
市
政
の
前
途
に

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
ー
ま
つ
の
明

る
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
 

御
当
選
の
方
に
は
拍
手
を
も

つ
て
将
来
の
御
健
闘
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
不
宰
落
選
の

方
A
に
‘
在
野
の
ま
、
で
も
市
 
 

篤
者
忙
温
か
い
手
を
さ
し
の
ぺ

た
ら
よ
い
か
？
…
と
社
会
事業

に
た
ず
さ
わ
つ
て
い
る
人
々
は
 

日
夜
思
い
め
ぐ
ら
し
て
お
る
の

で
す
．
 

『共
同
募
金
」
は
こ
の
趣
旨
の

も
と
に
運
勲
が
起
さ
れ
次
第
に

多
く
の
人
h
の
共
鳴
を
呼
ん
で

い
ま
で
は
、
ど
の
国
で
も
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
も
の
で

す
。
 

十
月
】
日
よ
り
全
国
一
斉
に

行
な
わ
れ
る
こ
の
運
動
を
ま
す
 

Iく
、大
き
く
青
て
て
ゆ
き
ま
し

よ
う
。
 

外
国
人
の
方
へ
 

ご
 
注
 
意
 

昭
和
三
十
一
年
に
新
規
登
録
又

は
外
国
人
登
録
証
明
書
の
切
替

の
申
請
を
し
た
方
は
、
登
録
を

受
け
た
日
又
は
磁
認
を
受
け
た

日
か
ら
三
年
目
に
相
当
す
る
日
 

（
登
録証
明
署
に
記
入
し
て
あ
 

”
間
以
外の
申
請
  

詳
し
い
こ
と
は
市
区
町
村
長

ん
。

）
十
四
才
 
か
ら直
接
ハ
ガ
中
で
お
知
ら
せ

与
真
三
枚
を
早
月
 
しま
す
．
 

赤
ち
や
ん
の
健
康

は
保
健
婦
さ
ん
に
 

保
健
婦
の
仕
事
を
ー
口
に
云
い

ま
す
と
病
気
の
予
防
と
健
康
増

進
を
且
標
と
し
て
家
庭
訪
間
及

集
団
指
導
を
い
た
し
ま
す
。
 

◇
仕
事
の
内
容
 

家
庭
肪
問
及
健
康
相
談
 

（
イ
）
 
伝染
病
（
結
核
、
ト
ーフ

コ
ー
マ
）
の
あ
る
家
庭
の
看

護
及
療
養
指
導
 

〔
ロ
〕
 
姓
産婦
の
健
康
相
談
、
 

受
胎
調
節
指
導
 

（
ハ
）
 初
産
或
は
体
重
不
足
で

生
れ
た
赤
ち
や
ん
、
人
工
栄

麦
見
、
家
庭
に
結
核
の
あ
る

乳
児
 

集
団
指
導
内
容
 

〔
イ
）
 結
核
横
診
事
后
指
導
、
 

乳
幼
児
検
診
 

（
ロ
）
 
伝
染病
予
防

（
予
防
注

射
，
清
掃
、
カ
、
 ハ
エ
の
撲

滅
‘
手
洗
）
 

（
ハ
〕
 
栄
養
及
生活
改
善
（
台

所
、
井
芦
、
衣
臓
、
冠
婚
、
 

葺
祭
）
 

こ
と
。
 

組
合
員
の
自
宅
え
は
徴
収

に
伺
い
ま
せ
ん
。
 こ
れ
は
他

の
滞
納
者
の
整
理
に
手
を
届

か
せ
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。
 

事
務
費
補
助
金
は
一
括
納

付
し
た
税
額
に
対
し
て
の
み

交
付
し
ま
す
。
 

こ
の
場
合
税
務
課
又
は
各
支

所
で
発
行
し
た
証
明
警
を
添

付
す
る
こ
と
．
 

、
て
い
る
最
低
生
活
者
を
救

、
て
い
る
最
低
生
活
者
を
救
 

政
に

一
暦
の
ご協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
．
 

納
税
組
合
員
 

の
納
税
方
法
 

今
後
納
税
組
合
員
の
納
税
方
法
 

と
事
務
費
補
助
の
方
法
を
次
の
 

よ
う
に
改
正
し
ま
す
．
 

一
、
組
合
員
の
納
税
は
組
合
で

取
ま
と
め
て
一
括
納
付
す
る
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建
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に
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新
人

の
進

出

牛
数

を
占

め

る
 

詳
し
い
と
と
は
市
区
町
村
長

か
ら
直
接
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
 

一
赤
ち
や
ん
の
健
康

一
は
保
健
婦
さ
ん
に
 

保
健
婦
の
仕
事
を
ー
ロ
に
云
い

ま
す
と
病
気
の
予
防
と
健
康
増

進
を
目
標
と
し
て
家
庭
訪
間
及

集
団
指
導
を
い
た
し
ま
す
。
 

◇
仕
事
の
内
容
 

一
、
家
庭
訪
問
及
健
康
相
談
 

（
イ
）
 
伝染
病
（
結
核
、
ト
ラ

コ
ー
マ
）
の
あ
る
家
庭
の
着

護
及
療
養
指
導
 

（
ロ
）
 
妊
産
婦の
健
康
相
談
、
 

受
胎
調
節
指
導
 

（
ハ
）
 
初
産
或
は
体
重
不足
で

生
れ
た
赤
ち
や
ん
、
人
工
栄
 

い

羽
根
を
市
民
の
胸
に
ノ
 

外
国
人
の
方
へ

十
月
一
日
よ
り
共
同
募
金
始
ま
る
ー
 

ご
 

注
 
意
 

自
動
軍
と
マ
イ
ク
を
駆
使
し
て

南
か
ら
北
へ
，
北
か
ら
南
へ
と

市
の
中
心
と
い
わ
ず
隅
と
い
わ

ず
連
日
奮
闘
さ
れ
ま
し
た
が
、
 

そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。
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角
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昭
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四
二
一
 
高
橋
 
文
治

四
】
二
 鳴
海
 
武
則

四
〇
六
 
斎
藤
 

実
 

秋
の
大
掃
徐
巡
視
日
程
（
旧
五
所
川
原
地
マ、
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町
内
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一
期
 
日
 

茅
明
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ニ
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十十

日月 
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田
 

栄
 

十十

日月 

午午
后前 
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季区,I宅国旦理I旦町’に：こ 
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五 五 四 四 四
日月 日月 日月日月日月 

細
 

篇論論爵 

午午 午午
后前后前 

十十十十

日月 日月 

十十

日月 

午午
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岩寺東 
木 
町町町 
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午午
后前 

午午
后前 

町
内
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期
 
日
 

幾区旧新“1- 
かこ駐星 iJI.4- 	田丁 
血新中盾，昌島響 m宮 内町宮川‘コ rthi 
Wい繊“” 別
町 地町‘Jリ 

十十 期 
四 
日月 日 

午1一 時
后貞II I 油 I 

（
ニ
）
 
衛
生
教
育（
家
族
計
画
赤
十
字
会
と
の
間
に
，
在
目
朝

高
血
圧
予
防
、
環
境
衛
生
、
 鮮
人
帰
還
問
題
に
関
す
る
協
掌

家
庭
君
護
）
 

が
調
印
さ
れ
、
い
ょ
い
ょ
実
施
 

灘
滋
艦
発の磁
瞬
難
織
 

森
県
支
部
五
所
川
原
市
分
区
在
 

一在
日

朝
鮮
人
鶏
敷
繰

器
靖
盟
 

●

1
!
A
l

・
」
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・
・
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。
 

《
ト
ー〉
升
一
 
山
ぐ
レ
”
・d
‘
ユ
4
一
 

鷺

讐

g
遣
帰
還
を
受
付
け
無
羅

静
謹
姦
 

》
」一
心
H

美
メ
て声
づf

ひ
 
り
諾
噴
鷺
霊

髪
略
 

今
回
の
市
臓
選
は
合
併
後
初
の
 
現
議
員
十
三
名
、
元
三
名
、
 

大
選
畢
区
制
に
よ
り
行
わ
れ
、
新
人
十
四
名
で
、
新
人
の
進
出

立
候
補
者
五
十
四
氏
の
方
A
は

の
著
し
い
の
が
印
象
的
で
も
あ

重
大
期
に
直
面
し
て
い
る
市
政
り
、
市
民
の
動
向
の
一
端
も
う

の
将
来
を
憂
い
、
運
動
期
間
中

か
が
わ
れ
て
、
市
政
の
前
途
に
 

五
所
川
原
市
議
会
議
員
の
任

期
は
九
月
三
十
日
を
も
つ
て

満
了
と
な
る
の
で
こ
の
改
選

は
九
月
十
四
日
行
わ
れ
、
左

の
三
十
氏
が
み
ご
と
栄
冠
を

か
ち
と
ら
れ
ま
し
た
。
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

ほ
の
ぽ
の
と
し
た
ー
ま
つ
の
明
今
年
も
十
月
一
日
よ
り
共
同
募
て
毎
年
目
標
額
を
超
過
し
た
実

昭
和
三
十
一
年
に
新
規
登
録
又

る
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
 

金
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
 

績
を
も
つ
当
市
で
す
．
ぜ
ひ
今
は
外
国
人
登
録
証
明
書
の
切
替

御
当
選
の
方
に
は
拍
手
を
も
 
当
市
に
割
当
て
ら
れ
た
目
標
年
も
目
標
額
の
完
全
消
化
を
お
の
申
請
を
し
た
方
は
、
登
録
を

つ
て
将
来
の
御
健
闘
を
お
祈
り
額
は
五
拾
七
万
一
千
円
と
な
つ
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。
 

受
け
た
日
又
は
確
認
を
受
け
た

す
る
と
と
も
に
、
不
幸
落
選
の

て
い
ま
す
。
 

澄
み
わ
た
る
秋
空
の
も
と
 
日
か
ら
三
年
目
に
相
当
す
る
日

方
々
に
も
在
野
の
ま
、
で
も
市
 
み
な
さ
ん
の
ど
協
力
に
よ
つ
道
ゆ
く
人
々
の
胸
に
映
え
る
赤
 
（
登
録
証明
書
に
記
入
し
て
あ
 

い
羽
根
の
色
は
優
雅
な
ア
ク
セ

サ
り
ー
と
し
て
市
民
生
活
に
す

つ
か
り
溶
け
こ
ん
で
い
ま
す
。
 

そ
の
日
そ
の
日
の
暮
に
頭
を
か

か
い
て
い
る
最
低
生
活
者
を
救

い
お
げ
る
公
的
な
援
助
に
は
限

度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ど
ん
な
方
法
で
こ
う
し
た
困

窮
者
に
温
か
い
手
を
さ
し
の
べ

た
ら
よ
い
か
？

…
と
社
会
事
業

に
た
ず
さ
わ
つ
て
い
る
人
々
は

日
夜
思
い
め
ぐ
ら
し
て
お
る
の

で
す
．
 

『共
同
募
金
」
は
こ
の
趣
旨
の

も
と
に
運
動
が
起
さ
れ
次
第
に

多
く
の
人
々
の
共
鳴
を
呼
ん
で

い
ま
で
は
、
ど
の
国
で
も
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
も
の
で

す
。
 

十
月
一
日
よ
り
全
国
一
斉
に

行
な
わ
れ
る
こ
の
運
動
を
ま
す
 

・

く
大
き

く
育
て
て
ゆ
き
ま
し

よ
う
。
 

る
）
前
三
ナ
日
以
内
に
居
住
地

の
市
区
町
村
役
場
に
出
頭
し
、
 

確
認
申
請
を
し
て
新
し
い
登
録

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
下
さ
 

上
一
 区 	分 人 	口 i 	男 女 世帯数 	備 	考 

昭和 29 年 
I0月~日現在 

36'504 t8・206 18298 6295 
昭和2 年l0月~日
五所川原市誕生 

昭和 30 年 
I0月 I 日現在 

38'249 18'838 ~ 9叫II 67b6 
昭和30年3 月‘日
毘沙門地区合併 

昭和3'年 
10月~日現在 

44'540 22.025 22.515 7927 
8月I0日 
区合併 

昭和 32 年 
l0月~日現在 

47.570 23446 -24'I 24 8.335 
昭禾131年皇月30日
七和地区合併 

昭和 33 年 
I0月~日現在 

49・247 24'169 25078 8699 
昭和3'年li月~日
梅田中泉地区合併 

昭和 34 年 
8月3'日現在 

49290 24086 25・204 9'166 
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木村千代吉（6の現

薪炭業 新町 

5hh八ーvvvvvvvvvー叩繁・ーーーーー一ー 

I 有 権 者 数 27'697 

~誉讐芭鷲 2鷲に 
I有 権 者 数 2 7.6 9 7 

I 投 票 者 故 24'91 1 

f 乗 tt 者一数 	2::7【B6 

I有効投票数 24.793 

I 無 

I 投 	票 	率 	89'9 /1 07T /0 

、’よ“ 

516 

i 冨雄(48)新 

農業 金山 

4 9 9 	5 01 	5 0 2 	512 

北川 ー郎（46)新阿部 巌夫（62)現寺田 義雄(39）新仙庭 栄八（73)現

二1’農業一毘沙門 商業 原子 リソゴ商 唐笠柳 農業 松野木 

じき鷲ー●／ 	・馴に 

5 6 4 	5 6 7 	5 71 	5 7 4 

葛西 保（45)現西谷美佐雄(47)新外崎彦太郎（55）新笠井 昭（31)新 

農業 七ツ舘 商業 原子 農業 中泊‘ 農業 桜田 

一
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一
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おめでとうとざいます 
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政
に

一
唐
の
ご
協
カ
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
．
 

納
税
組
合
員
 

の
納
税
方
法
 

今
後
納
税
組
合
員
の
納
税
方
法
 

と
事
務
費
補
助
の
方
法
を
次
の
 

よ
5
に
改
正
し
ま
す
。
 

一
、
組
合
員
の
納
税
は
組
合
で

取
ま
と
め
て
一
括
納
付す
る
 
 こ

と
。
 

組
合
員
の
自
宅
え
は
徴
収

に
伺
い
ま
せ
ん
。
 こ
れ
は
他

の
滞
納
者
の
整
理
に
手
を
届

か
せ
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。
 

事
務
費
補
助
金
は
一
括
納

付
し
た
税
額
に
対
し
て
の
み

交
付
し
ま
す
。
 

こ
の
場
合
税
務
課
又
は
各
支

所
で
発
行
し
た
証
明
書
を
添

付
す
る
こ
と
．
 

a部2円） 第55号 報
 

広
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原
 

7 77 

和田 新(34)現 

土建業 下平井町 

ゾノ勢 J 

7 a 7  

- k(5) 麓姦篇議 f(4I)j 

働 働 

5 5 4 
高満 タカ（44)新

助産婦 川端町 

5 3 6 	5 4 6 

士岐 令次(53)薪 中野 修三（50）現 

農業 中泉 土建業 敷島町 

! 5・3 0 
小田桐源太郎（53) 

元 
農業 漆川 


